
報広山之松1）昭和42年110月15日

長
晦
号

〇
＋
月
の
行
呂

16
日
教
墓
員
会

17201918
　
　
　
　
　
　
　
於
役
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議
会
雇
生
委
員
会
於
役
場

選
挙
管
理
委
員
会
於
役
場

上
越
消
防
大
会
釜
鴇

森
林
組
合
役
員
会
於
役
栃

水
稲
損
害
評
価
委
員
会
於

凌
雲
閣

21

議
会
産
業
委
員
会
於
役
場

　
　
上
越
振
興
促
進
協
癸
蕎

　
　
会
於
高
田
市

器
　
定
例
東
預
城
郡
町
村
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
兎
口

董高

食
於
霊
閣

25
　
郡
母
子
保
健
大
会
於
浦
川

　
　
原

　
病
虫
害
防
除
講
習
会
於
役
場

30
　
社
会
福
祉
大
会
於
浦
川
原

吻

コ

請

▽
　
松
之
山
町
議
会
定
例
会
は
、
九
月
三
十
日
、
午
前
九
時
か
ら
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
△

　
▽
　
当
日
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
会
計
決
算
の
認
定
、
昭
和
四
十
二
年
度
会
計
補
正
予
算
の
ほ
か
△

　
　
▽
松
之
山
町
教
育
委
員
に
南
雲
藤
九
郎
氏
（
現
教
育
長
）
監
査
委
員
に
山
岸
英
司
氏
（
現
松
里
農
△

　
　
　
▽
協
組
合
長
）
固
定
資
産
評
価
委
員
に
邸
山
正
堅
氏
（
現
松
之
山
町
消
防
副
団
長
）
を
選
任
し
ま
△

　
　
　
　
▽
し
た
。
ま
た
別
項
二
件
の
決
議
を
行
い
、
請
願
二
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
△

昭
和
四
十
一

年
　
　
　
度

1
　
昭
和
四
十
二
年
度
一

　
般
会
計
補
正
予
算
の

　
あ
ら
ま
し

支
出
の
部
（
単
位
万
円
）

一
、
暫
墓
目
入
口
取
付
道
路
工

　
事
及
浄
化
槽
工
事
三
五
万
円

二
、
参
議
員
補
充
選
挙
関
係
費

　
五
三

三
、
清
掃
薬
剤
部
落
配
布
…
ニ

　
　
ガ
ン
検
診
委
託
料
一
四

　
　
東
川
出
張
診
療
所
一
〇

四
、
大
厳
寺
原
草
地
造
成
人
夫

　
　
一
二

五
、
道
路
敷
砂
利
（
東
川
藤
倉

　
天
水
越
線
）
三
六

六
、
非
常
用
発
電
機
購
入
一
五

七
、
坪
野
小
学
校
給
食
室
改
造

　
及
び
パ
ー
ナ
ー
取
付
五
五

　
松
之
山
小
学
校
庭
整
地
五
〇

決
算
を
認
定

昭
4
2
年
度

　
松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
工

　
事
七
〇
同
敷
地
買
収
費
六
〇

八
、
農
地
災
害
復
旧
工
事
請
負

　
費
九
〇
、
シ
ー
ブ
購
入
皿
一

　
換
地
評
価
事
務
費
二
〇

補
正
予
算
議
定

九
、
町
道
災
害
復
旧
（
黒
倉
及

　
び
曽
根
地
内
）
　
四
五

収
入
の
部

一
、
地
方
交
付
税
及
財
源
交
付

町
の
医
療
と
新
大
高
田
分
校
に

　
　
　
　
つ
い
て
　
決

　
町
の
診
療
施
設
の
充
実
（
医

師
増
員
を
含
む
）
と
県
立
松
代

病
院
を
従
来
ど
お
り
運
営
す
る

要
請
決
議
案
は
、
滝
沢
重
介
議

員
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
又
新
大
高
田
分
校
の
昇
格
と

存
続
を
要
望
す
る
決
議
案
は
、

上
越
地
区
を
一
円
と
す
る
期
成

同
盟
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で

両
案
と
も
満
場
一
致
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
。
　
（
決
議
文
は
別
項
）

採択された請願

①
火
葬
場
嚢

補
助
金
交
付

　
方
に
つ
い
て

　
（
天
水
島
に

建
設
予
定
）

社
会
厘
生
委

員
会
附
託

②
量
携
署

産
物
共
同
処

理
場
施
設
に

対
す
る
助
成

教委　南繋藤九郎

，圏

し

鯛酢’山岸英一弓

，，f価委薩幽ll　li堅

松
之
山
町
を
は
じ
め
、
僻
地
町
村
に

医
師
を
派
遣
す
る
要
請
な
ら
び
に
、

県
立
松
代
病
院
を
従
来
ど
お
り
運
営

す
る
こ
と
を
要
講
す
る
決
議

増
え
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
乍
ら
医
師
．
不
足
の
悩
み

は
、
最
近
僻
地
町
村
共
通
の
問

題
て
あ
り
年
々
深
刻
の
度
を
ま

し
て
お
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
住
民
の
不
安

解
消
と
、
受
診
者
の
機
会
均
等

の
立
場
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
配

車
、
出
張
診
療
な
ど
万
策
を
尽

し
て
い
ま
す
が
、
就
中
降
雪
期

に
お
け
る
告
患
等
を
考
え
る
と

き
、
最
早
や
一
町
村
の
力
の
範

囲
で
は
到
底
問
題
の
解
決
は
、

は
か
り
難
い
も
の
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

か
か
る
状
況
の
中
で
、
最
近
県

立
松
代
病
院
は
医
師
1
名
と
い

う
現
況
に
あ
り
、
次
第
に
縮
少

又
は
、
は
い
止
す
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

憲
法
第
二
五
条
及
び
地
方
自
治

法
第
2
条
に
依
拠
し
て

1
　
速
や
か
に
僻
地
の
医
療
施

　
設
の
増
強
を
含
め
て
、
医
師

　
派
遺
の
具
体
策
を
た
て
て
も

ら
い
た
い
。

2
　
県
立
松
代
病
院
を
せ
め
て

　
従
来
の
槻
模
で
運
営
を
続
け

　
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

金
三
一
八

二
、
前
年
度
繰
越
金
一
九
一

三
、
国
、
県
補
助
金
↓
○
○

実施した主な事業
訳内

事　　　業　　　名 事桑費 一般財源 国県支出 起　債 その他 備　　　考

普通建設事業 胴
消防施設整備事業 145 95 30 20
松之山小体育館新築事業 1701 808 443 450
松之山中東川分校増築事業 244 38 106 100 松之山小古材便用

浦田中ステージ増築事業 146 146 〃

松1μ小γ一ノし建，，1之・1喋
318 182 40 96

辺地整備町道改良事業 522 172 350 五十子乎十日町線
坪野僑架替事業 195 45 150
県営事業負担金 226 226 県道改良事業
町道改良事業 139 139 えび池宮仲線

L地改良事業補助金 500 500 小規模改良
病虫害防除機具購入 450 450 動噴

大厳与牧場拡張事業 528 428 100
県営土地改良事業費 194 194 亀石農道他

公団造林事業 505 505
災害復旧事業

農地災害復旧事業 1747 331 1230 170 16
庁舎災害　〃 3438 229 2500 709
町道災害　〃 232 132 100
小　　計 5417 692 1230 2770 725

失業対策事業 426 241 185
動力撤粉機74台 208 104 104
国保関係

患者輸送車（シーブ）購入設置 124 94 30
雪上車1台 402 67 335

　直営診療所勘定（湯本，浦田，松之山）

収入　　　　　　　　　支出
1診療収人　　4392万円　1医　療　費2294

2その他収入　　438　　2総務管理費2188

　　計　　4830　3施設整備費207
　　　　　　　　　　　　4その他支出　　6

　　　　　　　　　差引翌磁繰越1ま翔　　国民健康保険事業会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収入　　　　　　　　　　　支出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民健康保険税　　1684万円　　保険給春

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一部負担金　　　1519　　　直診勘矩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国庫支出金　　2856　　繰越
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　 580　 その

所計6639言十蛋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　差引翌年慶＾
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支
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引

に
つ
い
て
（
天
水
に
設
置
予

予
定
）

産
業
委
貝
会
附
託

秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
実
施

　
来
る
十
月
二
十
二
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
の
十
日
間
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
期
間
中
、
町
内
四
ヵ
所
で
、

街
頭
指
導
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

　
飲
酒
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
運
転

な
ど
は
特
に
ぎ
ぴ
し
く
取
締
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
だ
け
で
な
く
、
家
族

皆
ん
な
で
、
交
通
災
害
を
お
こ

さ
な
い
よ
う
充
分
注
意
し
て
下

さ
い
。

　
松
之
山
町
に
医
師
を
増
員
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
は
今
や
今
．

町
民
の
悲
願
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
の
こ
と
は
次
の
事
例
に
よ

っ
て
も
一
層
緊
急
か
つ
重
大
な

事
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

1
　
昭
和
四
二
年
一
月
豪
雪
と

　
　
表
層
ナ
ダ
レ
に
よ
り
3
人

　
　
死
亡
、
2
人
重
傷
松
代
か

　
　
ら
夜
を
撤
し
て
医
師
到
着

2
　
昭
和
四
一
年
二
月
二
四
才

　
の
－
婦
人
、
出
産
入
院
の
途
中

　
ナ
ダ
レ
に
遭
遇
ジ
ー
プ
の
中

　
で
流
産
、
6
時
問
後
病
院
到

　
着
3
　
昭
和
四
一
年
一
二
月
三
七

　
才
の
妊
婦
流
産
の
た
め
出
血

　
多
量
、
急
診
を
要
し
た
が
、

　
津
南
町
鹿
渡
か
ら
医
師
一
二

時
間
後
に
到
着

ま
た
客
観
的
に
医
師
の
人
口
比

を
見
る
と

医
師
｝
人
に
付
人
口

全
国
平
均

新
潟
県

松
之
山
町

松
代
町

牧
村
安
塚
町

大
島
村

浦
川
原
村

一
一
，
一
〇
人

一
〇
〇
〇

四
五
〇
〇

一
…
○
〇

一
七
〇
〇

二
九
〇
〇

一
九
八
〇

三
〇
〇

と
な
っ
て
お
り
、
本
町
の
場
合

は
異
常
と
さ
え
い
え
る
数
値
で

あ
り
ま
す
。
又
近
年
特
に
成
人

病
の
増
加
は
著
し
く
最
近
五
力

年
間
に
一
二
〇
％
、
労
働
災
害

は
一
二
三
％
と
な
っ
て
お
り
医

療
を
必
要
と
す
る
各
種
条
件
は

右
、
松
之
山
町
議
会
は
、
全
町

民
を
代
表
し
て
、
こ
こ
に
決
議

し
ま
す
。

　
昭
和
4
2
年
9
月
3
0
日

　
（
万
場
一
致
で
決
議
）

新
大
高
田
分
校
の
昇
格
と
存
続
を
要
望
す
る
決
議

新
潟
大
学
教
育
学
部
高
田
分
校

の
四
年
制
昇
格
は
、
広
く
県
下

有
識
者
の
芝
持
を
得
て
、
上

越
全
市
町
村
挙
げ
て
、
そ
の
実

現
に
努
ヵ
し
て
ぎ
た
。

し
か
る
に
、
新
潟
大
学
当
局
は

わ
れ
わ
れ
の
こ
の
切
実
な
要
望

に
何
ら
応
え
ざ
る
の
み
か
、
　
一

っ
べ
ん
の
理
想
論
を
基
に
、
当

地
方
の
実
情
を
全
く
無
視
し
、

全
学
郵
の
新
潟
市
統
合
と
い
う

無
謀
極
ま
り
な
い
方
針
を
一
方

的
に
決
定
、
爾
来
教
養
部
校
舎

の
新
築
等
そ
の
具
体
化
を
図
り

っ
っ
あ
る
こ
と
は
、
遺
憾
に
堪

え
な
い
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
で

推
移
さ
れ
る
な
ら
ば
、
高
田
分

校
に
お
け
る
義
務
教
育
教
員
養

成
課
程
は
、
全
く
消
滅
し
、
当

地
方
の
教
育
上
、
由
々
し
き
事

態
を
招
来
す
る
こ
と
は
必
、
至
で

あ
る
。

よ
っ
て
、
松
之
山
町
議
会
は
、

当
地
方
の
実
態
に
鑑
み
、
教
育

振
興
上
、
不
可
欠
の
要
件
た
る

四
年
制
の
義
務
教
育
教
員
養
成

機
関
の
速
や
か
な
る
設
置
に
つ

き
各
関
係
当
局
の
深
い
理
解
と

配
慮
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も

に
、
一
段
と
決
意
を
新
た
に
総

力
を
挙
げ
て
、
こ
の
目
的
貫
徹

に
ま
い
進
す
る
。

　
上
記
決
議
す
る

　
　
昭
和
4
2
年
9
月
30
日

　
　
　
　
　
松
之
山
町
議
会

昭和41年度一般会計決算

体
の
つ
く
り
充
実

　
　
大
厳
寺
の
牛
、
飼
主
へ

　
六
月
十
五
日
に
開
牧
以
来
、
　
農
林
省
家
畜
衛
生
試
験
場
や
上

百
四
十
一
日
間
の
放
牧
生
活
を
　
越
家
畜
保
健
衛
生
所
な
ど
が
実

過
し
て
大
厳
寺
原
牧
場
の
放
牧
施
し
た
衛
生
検
査
の
結
果
で
は

牛
は
こ
の
ほ
ど
閉
牧
さ
れ
た
。
　
良
好
な
成
績
が
得
ら
れ
た
。

　
五
十
四
頭
の
和
牛
の
な
か
に
　
　
な
お
、
今
年
は
二
十
ヘ
ク
タ

は
丸
々
太
っ
た
も
の
も
い
た
が
　
ー
ル
の
草
地
の
奥
へ
、
ニ
ヘ
ク

と
く
に
足
や
ひ
づ
め
が
丈
夫
に
　
タ
ー
ル
の
草
地
を
造
成
し
た
が

な
り
体
の
つ
く
り
が
充
実
し
た
　
牧
草
の
生
育
は
順
調
で
こ
の
ほ

の
が
目
立
っ
た
。
今
年
は
五
月
…
ど
行
な
っ
た
収
量
調
査
の
結
果

中
旬
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
『
十
ア
ー
ル
当
り
｝
ト
ン
を
超
え

気
温
が
高
く
雨
量
が
少
な
か
っ
．
た
。
こ
の
よ
う
に
は
じ
め
て
試

た
た
め
牧
草
の
生
育
が
わ
る
く
『
み
た
不
耕
起
造
成
法
に
よ
っ
て

収
量
は
前
年
の
半
分
し
か
な
ぐ
訴
も
牧
草
地
づ
く
り
が
可
能
な
こ

和
牛
の
発
育
が
心
配
さ
れ
た
が
　
と
が
わ
か
っ
た
。

浦田農協笑のとまらぬ出荷風景

米の売渡史上最高を記録か

万俵突破第二期で4
大厳寺原牧場

目

28　4 の　おり
地方交付税 9594 国から交付されるもの
国庫支出金 2800 国からの事業費補助など
寄　附　金 1071 役場庁舎，寄附金，耕地，治山脇会負担金など
吻　　　債 4100 内訳別項のとおり
そ　の　他 1726
合　　　計 22225

2580万円 舎維持費，職員，給料など
民　生　費 740 保育所，老人クラブ助成など
衛　生　費 458 潮毒薬剤，予防注射代など
労　働　費
農　業　費

501
1427

失丸出稼対鮮費など
産桑奨励補幼，商工会，競光協会助成など

土　木　費 2619 道路維持費など
消　防　費 335 ポンブ購入費，団員手当など
教　青　費 5587 中，小，高校維持費など
災害復旧費 5370 耕地，復旧事梁など
公　債　費 1018 町の借金内訳別紙のとおり
そ　の 992

芽

差引翌年度へ繰越 598万円1年度へ繰越金　598万円

地方債の内訳（42．調未現在》
1　普　通　債　　　　　　4429万円
2　災害復1日事業費　　　　 5689
3　辺地対策事業費　　　　　773
4　市町村民税減収ほてん債　899
5　県貸付金　　　　　　　　143

　
こ
と
し
の
米
の
売
渡
し
は
、

史
上
最
高
を
記
録
す
る
の
で
は

な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
予
約
数
を
農
協
別
に
み
る
と

松
之
山
一
万
二
千
九
百
俵
、
松

里
五
千
八
百
俵
、
布
川
四
千
四

百
俵
、
浦
田
↓
万
四
千
俵
A
計

三
万
七
千
俵
と
な
っ
て
い
ま
す

　
本
年
の
売
渡
し
状
況
は
予
想

ど
お
り
上
々
で
、
第
一
期
売
渡

し
を
完
了
し
た
十
月
七
日
現
在

で
は
、
一
万
九
千
二
百
俵
と
な

り
予
約
の
半
数
を
突
破
し
、
第

二
期
の
テ
一
日
に
は
、
恐
ら
く

百
％
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
既
往
の
売
渡
最
高
は
、
昭
和

三
十
四
年
の
三
万
九
千
四
百
俵

で
、
昨
年
の
実
績
三
万
七
千
五

百
俵
を
追
い
抜
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
最
終
統
計
で
四
万
俵
台
の

突
破
も
期
待
で
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
と
関
係
者
は
み
て
い
ま
す
。

　
ま
た
検
査
等
級
で
も
、
例
年

に
な
い
好
条
件
が
揃
っ
た
の
で

　
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加

入
さ
れ
る
方
へ

　
数
ヵ
月
で
も
厚
生
年
金
に
加

入
し
た
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
と
国
民
年
金
は
同
じ

期
間
二
重
加
入
で
き
ま
せ
ん
が

両
年
金
制
度
は
通
算
さ
れ
通
算

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

為
に
初
め
て
得
た
時
の
厚
生
年

金
、
記
号
番
号
は
一
生
を
通
じ

て
毎
年
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
出
稼
先
で
加
入
す
る

厚
生
年
金
も
初
め
に
得
た
記
号

番
号
を
変
え
な
い
で
必
ず
同
一

番
号
で
加
入
し
て
下
さ
い
。
　
（

国
民
年
金
も
㎝
生
同
じ
番
号
で

す
）
出
稼
前
、
厚
生
年
金
の
証

明
書
用
紙
を
役
場
か
ら
持
参
し

て
下
国
民
年
金
の
届
出
を
す
る
。

心
、
二
、
三
等
が
九
八
％
を

占
め
て
お
り
、
上
位
等
級
が
望

め
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
「
ふ

じ
み
の
り
」
も
殆
二
等
に
な
る

な
ど
、
検
査
に
当
っ
た
松
之
山

食
糧
事
務
所
の
検
査
官
も
驚
い

て
い
ま
す
。
農
家
の
人
に
と
っ

て
は
文
字
ど
お
り
史
上
に
例
の

な
い
豊
作
と
な
り
そ
う
で
す
。

謬
行
政
相
談
が

　
　
開
か
れ
ま
す

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ぬ

　
　
　
1
月
2
。
2
日

　
行
政
相
談
は
役
場
（
戸
籍
住

民
登
録
の
窓
口
）
で
常
時
受
付

て
い
ま
す
。

　
松
之
山
町
の
行
政
相
談
委
員

は
南
雲
藤
九
郎
氏
（
浦
田
西
之

前
、
現
在
町
の
教
育
長
）
で
す

か
ら
、
直
接
、
相
談
委
員
の
自

宅
に
出
向
い
て
下
さ
っ
て
も
結

構
で
す
。

相
談
事
項
は

　
　
教
育
、
登
記
、
道
路
、
河

　
川
、
衛
生
、
公
害
、
失
業
労

　
災
保
険
、
許
認
可
、
健
康
保

　
険
、
税
金
、
農
地
、
電
話
、

　
鉄
道
、
郵
便
、
生
活
保
護
、

　
恩
給
、
年
金
な
ど
に
つ
い
て

源
泉
徴
収
の
あ
ら
ま
し

所
得
税
は
、
確
定
申
告
に
よ
っ

て
納
め
る
の
を
た
て
率
え
と
し

て
い
ま
す
が
、
利
子
、
配
当
、

給
料
、
原
稿
料
な
ど
は
、
支
払

者
が
支
払
を
す
る
と
ぎ
に
所
得

税
を
計
算
し
、
支
給
金
額
か
ら

そ
の
税
金
を
差
引
い
て
国
に
納

め
る
源
泉
徴
収
の
制
度
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
が
と

ら
れ
て
い
る
の
は
、
源
泉
徽
収

に
よ
る
方
が
課
税
も
確
実
で
簡

日51月1日綴灘投票
便
で
あ
り
、
ま
た
納
税
者
も
税
　
泉
徴
収
額
表
」
に
定
め
る
税
額

金
を
納
め
や
す
い
と
考
え
ら
れ
　
を
納
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

る
か
ら
で
す
。
源
泉
徴
収
が
行
　
す
。
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
は

な
わ
れ
る
所
得
の
種
類
と
そ
の
　
い
わ
ば
仮
払
の
税
金
で
す
か
ら

税
率
は
大
体
次
の
と
お
り
で
す
　
確
定
申
告
を
し
て
清
算
す
る
こ

利
子
所
得
15
％
、
配
当
所
得
15
　
と
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
ま
す
。

％
ま
た
は
20
％
、
原
稿
、
作
曲
　
給
料
所
得
に
っ
い
て
は
月
々
、

講
演
料
、
外
交
員
、
弁
護
士
、
　
徴
収
し
た
税
金
を
年
末
に
最
後

税
理
士
、
測
量
士
な
ど
が
受
け
　
の
給
料
を
支
払
う
と
き
に
年
末

る
報
酬
m
％
、
給
与
所
得
、
退
　
調
整
に
よ
っ
て
清
算
す
る
制
度

職
所
得
の
場
合
ば
「
所
得
税
源
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

出稼前に不在老投票をすませましよう

O参議院補選は11月5日投票日です。
　出稼される方は出稼前に，又，投票日当日旅行，入院等で

　不在になる方は，不在者投票がでぎます。

O不在者投票のできる期間，場所

　期間　10月13日から11月4日まで
　場所　松之山町役場，同浦田支所
　不在者投票には，配布された入場券と印鑑をかならず持参して下さい

一松之山町選挙管理委員会一
一松之山町明るく正しい選挙推進協一

一77一
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ま
た
出
稼
の
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
こ
と
し
は
、
皆
様
の
要

望
に
よ
り
、
出
”
稼
赴
任
の
貸
一
切

パ
ス
を
運
転
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
正
月
の
帰
省
．
ハ
ス
も
去
年
よ

り
台
数
を
増
や
し
て
運
転
い
た

正
月
帰
省
は
八
台
で

し
ま
す
。
細
部
に
つ
い
て
は
、

お
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

つ
ぎ
に
そ
の
擾
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一
、
出
稼
赴
任
の
貸
切
．
ハ
ス

①
出
発
　
十
一
月
十
三
日

②
方
面
　
東
京
、
名
古
屋
各
二

③
料
金
概
算

台東
京
千
四
百
円

名
古
屋
千
八
百
円

④
甲
盗
窃
＋
月
三
古

二
、
正
月
帰
省
貸
切
バ
ス

①
出
発
　
東
京
上
野
、
名
古
屋

　
　
　
と
も
十
二
月
三
十
日

「
明
る
く
正
し
い
選

挙
の
う
た
」
を
募
集

　
明
る
く
正
し
い
選
拳
推
進
蓮

動
を
広
め
よ
う
と
、
町
明
正
選

挙
推
進
協
議
会
で
は
講
演
会
の

開
催
や
標
語
の
募
集
な
ど
を
行

な
っ
て
ぎ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
開

か
れ
た
理
事
会
で
「
明
る
く
正

し
い
選
挙
の
う
た
」
の
歌
詞
を

募
集
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　
募
集
要
領
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
日
常
の
生
活
の

中
で
口
ず
さ
ま
れ
、
親
し
ま
れ

や
す
い
歌
詞
を
ふ
る
っ
て
応
募

下
さ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
入
選
し
た
歌
詞
は
作
曲

家
に
作
曲
を
依
頼
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

q
〆
切
四
十
三
年
一
月
未
日

㈲
送
り
先
松
之
山
町
役
場
内

　
　
　
　
明
る
く
正
し
い
選
挙

　
　
　
　
推
進
協
議
会

　
　
　
　
原
稿
に
は
住
所
、
氏

　
　
　
　
　
、
職
業
を
明
記

G
審
査
応
募
作
品
は
審
棄
皿

　
　
　
　
員
会
に
お
い
て
塞
｝
査

　
　
　
　
し
入
選
一
編
、
佳
作

　
　
　
　
一
編
を
選
ぶ
。

儀
嘗
“
状
お
　
入
選
、
佳
作
に
は

　
よ
び
賞
　
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と

　
品
の
贈
　
賞
品
を
贈
る
。

　
呈

東
川
出
張
所
完
成

近
し

　
東
川
地
区
の
出
張
診
療
所
は

今
ま
で
農
協
の
一
隅
を
借
り
て

行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

程
地
元
の
人
々
の
強
い
要
望
で

新
し
く
木
造
二
階
建
て
、
四
十

一
坪
、
総
工
費
四
百
五
万
円
、

小
口
組
の
請
負
で
建
築
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
へ
き
地
診
療
所
と
し
て
国
か

ら
百
四
十
五
万
円
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。二
本
の
永
久
橋

　
完
成

　
九
月
二
十
五
日
二
本
の
永
久

橋
が
完
成
し
渡
初
め
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
浦
田
地
内
曽
根
橋
長
さ
八
、

五
米
、
巾
五
米
総
工
費
二
百
九

十
二
万
一
千
円
、
天
水
島
地
内

大
橋
長
さ
十
二
米
巾
四
米
、
総

工
費
二
百
九
十
一
万
三
千
円
、

こ
の
二
本
と
も
財
源
は
、
辺
地

起
債
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

②
東
京
方
面
六
台
、
名
古
屋
方

面
二
台

③
料
金
概
算
　
東
京
千
七
百
円

　
　
名
古
屋
千
九
百
円

④
申
込
締
切
十
二
月
二
十
日

、

　
写
真
上
東
川
出
張
診
療
所
、

中
曽
根
橋
、
下
天
橋

た
ば
こ
の

出
荷
準
備

す
す
む

　
町
で
畑
の
換
金
作
目
と
し
て

た
ば
こ
葉
の
耕
作
を
始
め
て
今

年
で
五
年
目
に
な
り
ま
し
た
？

た
ば
こ
の
葉
を
見
た
事
も
経
験

も
な
い
事
か
ら
始
め
て
五
年
間

作
付
さ
れ
た
方
疋
の
苦
労
は
大

変
な
事
で
し
た
。
作
り
方
の
「

コ
ッ
」
も
わ
か
ら
ず
、
皆
が
研

究
し
合
い
な
が
ら
、
軽
労
働
で

は
あ
る
が
手
間
の
か
か
る
作
業
’

も
多
く
家
族
が
協
力
し
て
こ
そ

成
立
つ
作
目
で
す
。

今
年
は
植
付
時
に
干
ば
つ
に
見

舞
れ
乾
燥
期
に
は
雨
量
も
多
く

か
な
ら
ず
し
も
恵
ま
ち
だ
年
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆

様
の
努
力
で
着
々
出
荷
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

0
今
年
の
収
護
の
予
想
は
次
の

通
り
で
す
。

作
付
面
積

　
十
二
、
四
ヘ
ク
タ
！
ル

町
粗
収
入

九
九
五
一
千
円

一
〇
ア
ー
ル
当
粗
収
入

　
八
○
、
二
二
〇
円

一
〇
ア
ー
ル
当
収
量

　
一
九
一
㎏

一
㎏
当
代
金

　
四
一
6
円

一
戸
当
粗
収
入

　
一
〇
八
、
○
○
○
円

O
昭
和
四
士
年
度

作
付
面
積

　
十
五
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

町
粗
収
入

　
一
〇
七
九
一
千
円

一
〇
ア
ー
ル
当
粗
収
入

　
七
〇
、
〇
二
二
円

一
〇
ア
ー
ル
当
収
量

　
一
八
一
㎏

ザ

一
警
代
金

三
八
七
円

一
戸
当
粗
収
入

九
九
、
空
七
円

今
年
の
出
荷
は
十
一
月
十
九
日

頃
か
ら
三
日
間
の
予
定
で
出
荷

の
予
足
で
す
。

タナ田美田に生まれかわる
一地区を残すだけ地すべり復旧、

　
松
之
山
地
す
べ
り
災
害
に
よ

る
耕
地
復
旧
は
、
復
旧
計
画
最

後
の
第
四
年
次
を
む
か
え
、
加

和
田
建
設
、
高
橋
組
な
ど
の
業

者
に
よ
っ
て
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
十
月

一
ば
い
で
完
工
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
事
業
実
施
場
所
、

面
積
、
事
業
費
な
ど
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
が
、
こ
の
工
事
に

対
す
る
国
の
補
助
率
は
、
松
口

・
吉
尾
・
ふ
け
・
屋
敷
田
地
区

は
　
八
七
、
二
％
、
下
蝦
池
地

区
八
六
、
二
％
同
地
区
の
施
設

九
六
、
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
松
口
三
、
五
［
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
九
二
万
円
、
吉
尾
三
、
九
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
五
〇
六
万
円
、
ふ

け
七
、
三
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
三

〇
一
万
円
、
屋
敷
田
一
六
、
〇

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
一
〇
六
九
餌
力
円

下
笛
禍
池
一
一
、
三
ヘ
ク
タ
：
ル

ニ
一
五
〇
万
円
、
他
に
施
設
二

四
三
〇
万
円
、
合
計
五
地
区
、

面
積
四
二
、
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
費
七
九
四
八
万
円

　
な
お
以
上
の
復
旧
工
事
が
完

了
す
れ
ば
、
松
之
山
、
下
餌
，
池

地
す
べ
り
関
係
は
全
部
お
わ
り

　
次
年
度
は
残
さ
れ
た
猪
之
名

地
区
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
復
旧

が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

新
し
く
住
民
基
本
台
帳
法
が

異
動
届
け

11

　
住
民
基
本
台
帳
法
が
新
し
く

制
定
さ
れ
徒
来
の
住
民
登
録
法

は
廃
止
に
な
り
ま
す
の
で

　
来
る
十
一
月
十
日
か
ら
次
の

ー
～
9
迄
の
届
書
は
住
民
異
動

届
に
ょ
り
整
循
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
1
転
入
　
2
転
居
　
3
転
出

4
世
帯
主
変
更
5
出
生

6
死
亡
　
7
婚
姻
8
離
婚

　
9
転
籍

月
1
0
日
か
ら

0
属
出
は
一
枚
で
整
理
さ
れ
る

　
　
今
度
新
し
く
制
定
さ
れ
た

　
住
民
基
本
台
帳
法
は
徒
来
そ

　
れ
ぞ
れ
の
係
に
提
出
さ
れ
て

　
い
た
も
の
が
こ
の
住
民
異
動

　
届
に
よ
り
前
記
1
～
9
ま
で

　
の
届
出
が
統
一
さ
れ
ま
す
。

0
届
出
の
と
き
は
印
か
ん
を
忘

　
れ
ず
に

　
　
住
民
異
動
届
を
提
出
す
る

　
と
き
は
印
か
ん
の
外
次
の
も

　
の
が
必
要
で
す
。

　
　
－
転
入
届
の
と
き

　
　
　
他
市
町
村
で
発
行
し
た

　
　
　
転
出
証
明
書
、
国
民
年

　
　
　
金
手
帳
、
又
は
厚
生
年

　
　
　
金
保
険
証
書

　
　
　
2
転
居
届
の
と
ぎ

　
　
　
転
入
の
と
き
に
同
じ

　
　
　
3
転
出
届
の
と
き

　
　
　
転
出
先
の
異
動
届
に
付

美田に生まれるかわる

　
け
る
松
之
山
町
発
行
の

　
転
出
証
明
書
及
び
選
挙

　
人
名
簿
発
録
証
明
書

4
世
帯
主
変
更
届
の
と
き

　
　
国
民
健
康
保
険
証
、

　
　
　
　
国
民

年
金
証
書

5
出
生
届
の
と

　
き母

子
手
帳
、

出
生
証
明
書

国
民
健
康
保

険
証

6
死
亡
届
の
と

き死
亡
証
明
書
、

国
民
年
金
証
書
、

国
民
健
康
保
険

証

　
7
婚
姻
届
の
と
き

　
　
夫
婦
の
本
籍
が
共
に
松

　
　
ナ
田
に
あ
る
場
合
を
除

　
　
き
戸
籍
抄
杢
通

　
　
夫
婦
双
方
の
印
か
ん
（

　
　
婚
姻
前
の
印
か
ん
）
及

　
　
び
証
人
二
名
の
印
か
ん

　
　
他
市
町
村
か
ら
来
た
と

　
　
き
は
そ
の
市
町
村
で
発

　
　
行
し
た
転
出
証
明
書
。

　
　
選
挙
八
名
簿
登
録
証
明

　
　
書
。
国
民
健
康
保
険
証

　
　
　
国
民
年
笠
手
帳
又
は

　
　
厚
生
住
金
傑
険
証
書
、

　
　
8
離
婚
届
の
と
き

　
　
　
必
ず
二
人
で
署
名
届
出

　
　
　
を
。

　
　
　
本
籍
が
町
内
の
と
き
は

　
　
　
夫
婦
の
印
か
ん
と
証
人

　
　
　
二
人
の
印
か
ん

　
　
　
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
他

　
　
　
市
町
村
の
と
き
は
復
籍

　
　
　
す
る
本
籍
の
戸
籍
の
謄

　
　
　
本
一
通

　
　
9
転
籍
の
と
き

　
　
　
夫
婦
の
印
か
ん
、
他
市

　
　
　
町
村
か
ら
転
籍
し
て
来

　
　
　
る
と
き
は
戸
籍
謄
本
二

　
　
　
通

0
住
民
興
勤
眉
は
総
て
本
人
で

　
あ
る
こ
と
が
原
則

　
　
　
住
民
異
動
届
は
十
四
日

　
　
以
内
に
必
ず
本
人
が
届
出

　
　
す
る
こ
と
。

　
　
　
期
間
を
過
ぎ
た
も
の
は

　
　
罰
則
も
適
用

はいきされる住民登録篶

医
療
、
農
道
、
出
稼
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
遠
い
耕
地
か
せ
ぎ
者

（いなごだいら）五十子平
　
高
館
（
た
か
だ
て
）
を
左
へ

折
れ
て
い
く
と
下
布
川
に
入
る
。

入
口
の
部
落
、
こ
れ
が
五
十
子

平
（
い
な
ご
だ
い
ら
∀
で
あ
る
。

三
〇
世
帯
の
小
部
落
で
あ
る
。

　
耕
地
の
全
面
積
は
一
二
、
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
戸
あ
た
り
で

は
Q
、
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
下
布

川
で
最
高
、
五
十
子
平
の
人
達

は
か
せ
ぎ
者
で
通
っ
て
い
る
。

立
地
条
件
が
良
く
な
い
こ
の
あ

た
り
だ
が
田
は
多
く
、
そ
れ
に

カ
イ
コ
も
松
之
山
農
協
内
で
は

一
番
多
い
。
牛
も
た
く
さ
ん
飼

っ
て
い
る
。
農
協
が
野
菜
市
を

や
る
と
き
三
分
の
一
は
こ
の
部

落
か
ら
出
る
。

　
山
は
遠
く
、
部
落
か
ら
川
を

こ
え
て
頂
上
ま
で
サ
ク
道
を
六

本
つ
く
っ
て
あ
る
。
そ
こ
か
ら

山
は
さ
ら
に
｝
キ
ロ
は
あ
る
。

　
十
月
六
日
区
長
（
鈴
木
好
雄

㈹
さ
ん
宅
へ
お
じ
や
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
小
坂
の
お
と
う
さ
ん

㈹
、
向
う
の
お
ぱ
あ
さ
ん
㈹
、

お
ね
の
お
か
あ
さ
ん
㈲
、
や
し

ぎ
の
お
か
あ
さ
ん
鮒
、
新
し
き

の
お
と
う
さ
ん
皿
が
来
て
く
れ

た
。　

「
昨
年
よ
り
稲
作
は
い
い
が

春
の
植
え
つ
け
が
あ
ん
な
に
お

く
れ
な
け
れ
ば
、
よ
か
っ
た
ん

だ
が
…
…
…
」
と
こ
．
こ
で
は
一

番
年
の
多
い
お
と
う
さ
ん
。

山
が
不
便
、
小
さ

い
田
を
よ
く
し
た

い「
山
が
不
便
な
の
が
共
通
の

な
や
み
で
す
。
耕
運
機
も
通
ら

ず
、
山
仕
事
は
ど
う
し
て
も
お

く
れ
て
し
ま
う
」
と
口
は
重
い
。

　
「
農
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
で
ま
る
で
肩
で
す
。
堆
肥

は
運
ば
れ
な
い
の
で
も
っ
ば
ら

金
肥
」
と
お
か
あ
さ
ん
。

　
「
み
や
ま
へ
行
く
橋
の
と
こ

ろ
ま
で
で
も
道

を
切
っ
て
も
ら

い
た
い
」

　
「
道
は
悪
く

ほ
と
ん
ど
岩
だ

か
ら
、
お
っ
か

な
い
」
と
お
と

う
さ
ん
は
う
つ

む
き
な
が
ら
話

す
。　
「
こ
の
部
落

は
牛
が
多
い
。

車
代
り
と
い
う

わ
け
、
草
は
あ

り
余
る
ほ
ど
で

す
が
、
鉄
さ
く

場
へ
上
る
ま
で

が
問
題
な
ん
で

す
ね
」

　
「
少
し
大
作
の
人
は
ト
レ
ラ

ー
を
ニ
ム
R
っ
つ
買
い
、
　
一
台
は

あ
た
り
の
耕
作
に
使
い
も
う
一

台
は
み
や
ま
に
お
い
て
お
き
ま

す
。
持
っ
て
行
っ
た
り
、
来
た

り
で
き
な
い
も
ん
だ
か
ら
…
」

　
「
町
は
生
産
面
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
。
小
さ
い
田
を
な
お

す
の
も
み
て
も
ら
い
た
い
。
ブ

ル
の
小
さ
い
の
を
入
れ
て
深
山

の
田
な
お
し
も
出
来
る
様
に
し

て
ほ
し
い
」
と
皆
さ
ん
は
同
意

見
。

な
ん
と
言
っ
て
も

　
　
　
　
　
医
療
間
題

　
　
　
　
町
中
が
医
療

　
　
　
問
題
で
は
年
中

　
　
　
不
便
を
し
、
苦

　
　
　
し
ん
で
い
る
が

会
　
　
こ
こ
も
例
外
で

　
　
　
は
な
い
。

談
　
　
「
医
療
問
題

　
　
　
が
最
も
深
刻
で

座
　
す
。
医
者
が
い

　
　
　
な
い
の
で
松
代

　
　
　
の
大
正
医
院
ま

　
　
　
で
子
供
を
つ
れ

　
　
　
て
行
っ
た
」

　
　
　
　
£
キ
ー
で

　
　
　
子
供
が
骨
折
し

た
と
き
は
、
村
中
の
さ
わ
ぎ
だ

っ
た
。
出
か
せ
ぎ
で
男
衆
は
い

な
い
し
、
湯
本
へ
連
れ
て
行
っ

た
が
、
医
者
は
い
な
く
て
駄
目

で
、
そ
れ
か
ら
十
日
町
へ
四
人

で
つ
れ
て
行
っ
た
」

　
「
医
者
が
ほ
し
い
。
こ
の
広

い
と
こ
（
旧
松
之
山
）
に
医
者

が
一
人
と
い
う
も
ん
ぢ
ゃ
な
い

何
し
ろ
人
の
命
の
問
題
だ
か
ら

・
…
…
ご
乙
医
者
の
問
題
に
な

る
と
み
ん
な
が
立
て
つ
づ
け
に

意
見
を
の
べ
る
。

不
安
な
地
ヒ
り

　
「
二
十
五
年
前
に
地
す
ぺ
り

が
あ
．
た
が
、
今
も
じ
く
じ
く

し
て
い
る
。
ひ
ど
く
な
ら
な
い

う
ち
に
防
止
工
事
を
：

訴
え
る
。

出
稼
ぎ
と
内
職

：
」
と

　
こ
の
部
落
で
は
一
人
ど
っ
つ

あ
で
出
ら
れ
な
い
人
が
三
人
で

あ
と
は
み
ん
な
出
か
せ
ぎ
に
出

る
と
い
う
。
半
数
近
く
は
失
業

保
険
の
受
給
者
の
よ
う
だ
。

　
「
出
か
せ
ぎ
は
金
に
な
る
が

子
供
の
教
育
に
は
良
く
な
い
。

若
い
結
婚
し
た
て
の
人
が
出
か

運搬はこのさく道で

せ
ぎ
に
出
る
の
は
全
く
気
の
毒

だ
。
」
と
一
同
深
く
う
な
づ
く

　
「
出
か
せ
ぎ
先
で
の
病
気
や

ケ
ガ
、
ま
た
交
通
事
故
が
心
配

で
：
…
己
と
女
衆
は
口
を
そ
ろ

え
る
。

　
「
俵
あ
み
が
な
く
な
っ
た
の

で
ほ
か
の
仕
事
が
ほ
し
い
。
あ

れ
で
も
八
○
あ
ま
り
も
作
る
と

い
い
仕
事
だ
っ
た
。
こ
こ
は
三

十
台
の
主
婦
が
多
く
、
子
供
も

学
校
へ
上
っ
た
の
で
、
み
ん
な

冬
仕
事
を
ほ
し
が
っ
て
い
ま
す

」　
出
ば
た
を
や
っ
て
い
る
人
が

こ
こ
に
は
五
人
い
る
そ
う
だ
。

　
「
雪
が
降
り
つ
づ
く
と
、
男

衆
が
い
な
い
だ
け
に
心
細
い
」

と
主
婦
の
人
は
冬
を
一
ま
と
め

に
し
て
語
る
。

　
「
出
た
く
と
も
、
出
ら
れ
な

い
人
に
は
失
業
保
険
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
す
れ
ば

百
姓
も
ま
た
よ
か
ろ
う
と
思
う

百
姓
ば
か
り
は
ポ
ー
ナ
ス
も
な

し
」
　
昼
間
の
つ
か
れ
も
忘
れ
て
、

真
剣
に
話
は
は
ず
む
。

　
「
町
長
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ

て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
し
て

も
ら
い
た
い
」

　
「
な
ん
と
い
っ
て
も
、
医
療

次
に
農
業
、
三
番
目
に
冬
仕
事

と
開
田
だ
」
と
結
論
が
出
た
。

　
こ
の
部
落
の
婦
人
会
は
百
万

人
の
話
し
合
い
で
出
し
た
ポ
ス

ト
の
要
求
が
実
現
し
て
み
ん
な

が
大
変
ち
ょ
う
ほ
う
し
て
い
る

と
い
う
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
意

見
も
積
極
的
で
あ
る
。

　
「
街
灯
を
是
非
つ
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
女
衆
の
意
見
、

　
「
道
が
切
れ
て
い
な
い
の
に

街
灯
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と

男
の
人

　
「
道
が
切
れ
て
な
く
て
危
い

か
ら
街
灯
を
ほ
し
い
と
い
う
の

だ
が
：
…
・
」
生
活
問
題
、
村
づ

く
り
の
話
は
た
え
な
く
続
く
。

　
「
役
場
か
ら
こ
う
し
て
来
て

く
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
い
い

こ
と
だ
。
」
と
み
ん
な
に
送
ら

れ
て
真
暗
な
外
へ
出
た
。

秋の防火運動
11月｝3日～19日

週間は十一月十三日か
で、上越地区一斉に行

火
協
る
御
よ
で
に
の
員
す
団
ま
防
れ
溝
さ

　
、
施
。

◎
は
実
す

火
ま
す
で
が
ま

防
日
ま
落
検
い

の
九
れ
部
臨
が

秋
十
わ
各
元
ね

　
ら
な
　
の
力

松之山町消防団

秋の全国交通安全運動

10月22日～31日
人は右、車は左
みんなで監視
どろかけ、　酒のみ　運転

v、危v、危

わき見運転スビード、

未熟な耕うん機運転

松之山町運転者協会

く
だ
も
の
が
た
く
さ
ん
出
廻
っ
て
い
ま
す
が
、
ご
家
庭
で
造
っ
て
よ
い
酒
は
、
次
の
13
種
頬
に

隈
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
酒
は
造
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら

充
分
ご
注
意
下
さ
い
。

造
っ
て
よ
い
酒
の
材
料
は
　
梅
、
み
か
ん
、
し
そ
、
ぐ
み
、
い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
か
り
ん
、

ご
家
庭
で
造
っ
て
よ
い
酒
、
悪
い
酒

さ
る
な
し
、
と
ち
、
ま
た
た
び
、
く
こ
、
す
も
も
、
く
わ
、
の
13
種
類

造
っ
て
は
な
ら
な
い
酒
は

例
え
ば
、
ブ
ド
ー
酒
や
、
い
わ
ゆ
る
ド
ブ
ロ
ク
、
し
よ
う
ち
ゅ
う
、
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
田
　
税
　
務
　
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
役
場
税
務
課

　
い
ま
の
号
か
ら
町
民
の
広
場

欄
を
つ
く
り
、
町
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
希
望
を
苺
号
二
～
三

名
の
方
々
か
ら
発
言
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
記
事
は
直
接
編
集
委
員
が
参

上
し
て
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
に
よ
り

ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

場町民の広
　
黒
倉
布
辱
サ
ィ
4
0

　
黒
倉
は
地
理
的
に
も
不
便
な

と
こ
ろ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
町

に
お
願
い
す
る
こ
と
ば
か
り
多

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

一
、
患
者
の
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
を

週
一
回
位
ま
わ
し
て
も
ら
え
な

い
も
の
か
、
浦
田
へ
行
く
に
も

松
之
山
へ
出
る
に
も
困
る
の
で

二
、
冬
季
間
中
学
生
の
通
学
が

心
配
で
す
。
寮
を
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
今
で
も
帰
宅
は
七
時

近
く
な
り
ま
す
の
で
。
そ
れ
か

ら
雪
道
は
ブ
ル
が
行
き
来
し
た

だ
け
で
ず
っ
と
歩
き
よ
く
な
り

ま
す
が
幹
線
一
本
だ
け
で
も
お

願
い
で
き
な
い
も
の
か
。

三
、
冬
期
の
現
金
収
入
が
ほ
し

い
、
集
団
で
出
来
る
仕
事
を
斡

施
し
て
も
ら
い
た
い
。
個
々
に

や
る
の
は
仲
々
う
ま
く
行
か
な

い
と
思
い
ま
す
。

四
、
会
議
時
間
の
厳
守
、
お
互

い
に
忙
し
い
体
せ
め
て
こ
れ
だ

け
は
守
っ
て
行
ぎ
た
い
と
思
う

④
G

　
　
中
尾
藝
沼
5
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冬
に
な
る
と
病
気
を
す
れ
ば

村
じ
ゅ
う
の
さ
わ
ぎ
に
な
り
ま

す
が
、
そ
う
で
も
し
な
け
れ
ば

医
者
を
呼
ん
で
来
ら
れ
ま
せ
ん

　
こ
こ
ら
は
平
な
と
こ
ろ
が
な

い
の
で
何
町
歩
も
作
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
し
全
く
先
の
見
通

し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
し
か
し
大
勢
で
相
談

す
れ
ば
何
と
か
な
る
は
ず
で
す
。

　
町
長
さ
ん
に
部
落
ま
わ
り
を

し
て
、
み
ん
な
と
話
し
合
い
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
四

月
の
な
か
ば
過
ぎ
に
な
れ
ば
、

「
半
と
っ
つ
あ
」
も
み
ん
な
帰

っ
て
来
る
か
ら
、
そ
の
頃
、
役

場
の
職
員
も
つ
れ
て
部
落
に
来

て
下
さ
い
。
一
般
の
町
民
と
懇

談
会
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と
何
か
方

向
が
出
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
と
く
に
こ
れ
を
望
み
ま
す
。
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